
地盤品質判定士，地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

【地盤品質判定士通信No.195】 

 

【東北支部現地見学会（第２回），地盤工学会講習会】 

 

寒暖差の激しい秋の季節を迎え，日々の服装選びが難しいことと思います。今年はインフルエンザと新型

コロナウイルスの同時流行も懸念されますが，経済再生へ向けた様々な施策とのバランスを考えながら過ご

していきたいものですね。 

今回は，7月 28日に東北支部で開催いたしました現地見学会が好評でしたので，第２回を開催することと

なり，そのご案内などについてお送りいたします。 

 

１．「大規模盛土造成地の地震被災地見学会（第 2回）」のご案内 

 

                        主催：一般社団法人 地盤品質判定士会 東北支部 

                        後援：公益社団法人 地盤工学会 東北支部 

                        公益社団法人 土木学会 東北支部 

                        公益社団法人 日本地すべり学会 東北支部 

                        一般社団法人 宮城県建築士事務所協会 

 

 わが国では，南海トラフ地震，日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震，首都直下地震などの大規模地震の発

生が切迫しております。政府は国民の生命・財産を守り，災害に屈しない強靱な国土づくりを進める目的で，

「防災・減災，国土強靭化のための 5か年加速化対策」の一環として「大規模盛土造成地等の耐震化に向け

た対策」を推進しております。 

 大規模盛土造成地等の耐震化に取り組むためには，被害発生メカニズムとともに，どのような場所や条件

下で被害が発生しているのかを予め理解しておく必要があります。 

 2011 年東日本大震災では，宮城県仙台市内において 5,728 箇所で甚大な宅地被害が発生し，160 地区で大

規模盛土造成地の滑動崩落対策工事が行われました。また，今年（2022 年）3 月 16 日に発生した福島県沖

地震においては，福島県相馬市内と仙台市内で宅地被害が数多く確認されております。 

 この度，大規模盛土造成地の宅地被害のメカニズムを，現地見学をしながら学ぶ機会を設けさせていただ

きましたので，ご案内申し上げます。 

 7 月にも第 1 回の見学会を開催いたしましたが、今回は、仙台市内のほかに、福島県相馬市内の見学を予

定しております。見学会の参加が初めての方にも、第 1 回の参加者様にも満足いただける内容を考えており

ますので，ふるってご参加ください。 

記 

■日時：令和 4 年 11 月 22 日（火） 9 時 00 分～17時 00 分 

■募集人数：40人 ※申し込み先着順で，定員に達し次第締め切らせていただきます 

■参加費：会員 6,000 円 非会員 8,000 円（消費税を含む） 

       注：会員には，後援団体および地盤品質判定士協議会の組織団体の所属者含む 

■申込み方法：地盤品質判定士会ホームページ（https://hanteishi.org）の「講習会情報」ページからお申込

み下さい。https://shop.hanteishi.org/workshop 

■申込締切日時：令和 4年 11月 8日（火） 17時 

https://hanteishi.org/
https://shop.hanteishi.org/workshop


        ※前回の見学会では約 1週間で定員に達しましたので，お早めにお申し込み下さい。 

■G-CPD ポイント：6.0（予定） 

■行程：詳細は資料をご参照ください。 

■本見学会に関する問合せ先 

一般社団法人 地盤品質判定士会 東北支部 

      行事担当 E-mail  event_tohoku@hanteishi.org （担当；落合，佐藤） 

     ※ご質問等はメールにてお問合せ下さい。  

詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-5788/ 

 

２．「2022年度第１回 宅地地盤の評価に関する最近の知見講習会」（宅地盛土の締固め管理） 

 

主  催：公益社団法人 地盤工学会 

共  催：一般社団法人 地盤品質判定士会 

後援予定：一般社団法人 全国地質調査業協会連合会，一般社団法人 地盤保証検査協会，NPO 住宅地盤品

質協会，一般社団法人 日本建築学会，一般社団法人 建設コンサルタンツ協会，公益社団法人 土木学会，

一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会，公益社団法人 日本不動産鑑定士協会連合会，一般社団

法人 全国住宅技術品質協会 

 

一般市民から(公社)地盤工学会や(一社)地盤品質判定士会などに寄せられた宅地地盤に関する相談は，こ

こ 2年間で 100 件ほどになります。その内訳は，住宅等の基礎に関するもの約 34％，崖・斜面に関するもの

約 19％，擁壁に関するもの約 18％，軟弱地盤に関するもの約 8％，陥没・空洞に関するもの約 5％，湧水・

浸水に関するもの約 3％及びその他として集合住宅や係争案件など約 13％など多岐にわたっており，災害発

生の都度相談内容が異なる傾向にあります。 

また，住宅等の基礎や擁壁は，宅地の盛土に該当することが多いことも事実です。特に，宅地地盤に施さ

れる盛土は，一般の土木工事に比べると狭小地であり，宅地盛土の管理基準・方法や宅地地盤の盛土状況を，

限られた情報の中で的確に把握・評価するためには，携わる技術者が地盤工学に関する高度な専門知識と技

術者倫理を有するだけでなく，常に新しい知見を得る必要があります。 

そこで，公益社団法人地盤工学会では，一般社団法人地盤品質判定士会と連携して 2022 年度第１回宅地

地盤の評価に関する最近の知見講習会『宅地盛土の締固め管理』を企画いたしました。 

奮って御参加ください。なお，本講習会は Zoomウェビナーによるオンラインで行います。 

記 

G-CPDポイント数：6.0 

日  時：令和 4年 11月 17 日（木）9：20～17：00 

会  費：会員 9,000 円 非会員 13,000 円 共催・後援団体 11,000 円（すべて消費税込） 

配布資料：本講演会のために講師の方が作成する説明資料を pdf で提供します。 

定  員：なし 

内容・講師： 

9：20～10：20(60min) 盛土の締固めの基本  龍岡 文夫【東京大学・東京理科大学 名誉教授】 

10：30～11：30(60min) 小型締固め機械について 橋本 毅【（国研）土木研究所】 

12：30～13：30(60min) 宅地盛土に要求される性能と管理基準  橋本 隆雄【国士館大学】 

13：40～14：40 (60min) 室内・原位置試験による盛土の締固め管理手法 

  石黒 健【前田建設工業（株）ICI 総合センター】 

14：50～15：50(60min) 特殊土の締固め管理-火山性盛土材，スレーキング性盛土材- 

中村 洋丈【中日本高速道路(株) 東京支社】 

16：00～17：00(60min) 水浸沈下防止のための締固め管理  

mailto:event_tohoku@hanteishi.org
https://hanteishi.org/post-5788/


澁谷 啓【神戸大学 名誉教授・（一財）建設工学研究所】 

注：都合により内容，講師，順番等が変更になる場合があります。 

講習会申込み方法および申込み先： 以下の申込みサイト（ショッピングカート）よりお申込みください。 

【講習会申込】https://www.jgs-shopping.net/products/list.php?category_id=7 

ショッピングカートを使用できない場合は，以下の講習会申込フォームをご利用ください。 

（ 講習会申込フォーム：https://form.os7.biz/f/1d678851/ ） 

申込み受付後，準備が整い次第，ご請求書を送付します。また，あわせて【入室用の URL をメールにてお

知らせ】する予定です。説明資料の事前配布後のキャンセル，および参加費納入後の返金はできませんの

でご容赦ください。 
申込〆切：2022 年 11 月 11日（金） 

地盤工学会講習会係 E-mail:kosyukai@jiban.or.jp FAX:03-3946-8678  電話：03-3946-8671 

 

2022 年 10月 11日（火） 

 

////////////////////////////////////////// 

 地盤品質判定士協議会 事務局 

 〒 112-0011 東京都文京区千石 4-38-2 

  公益社団法人 地盤工学会内 

  Tel. 03-3946-8766 Fax. 03-3946-8678 

  e-mail jage@jiban.or.jp 
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